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概要：学習分析 (learning analytics)は細粒度化と標準化が進んでいる。相互運用可能な機能モジュールを

組み合わせることで、システム全体を構成する未来が見えてきている。われわれは、文章編集システムに

センサーモジュールをアドオンしてロジカルライティングの講義で使っている。これによって、受講生す

なわち書き手の作文行動を測定することができる。収集した行動データを分析して作文指導に役立てる分

析サーバのプロトタイプを構築し、書かれた文章の評価とその編集操作 (作文行動)との関係の、事後的な

分析に使った。将来的には、作文行動をリアルタイムにモニターすることで、効果的な作文指導に役立て

ることを目指している。

キーワード：作文、行為、行動分析、活動、測定、分析サービス,writing, activity, measurement, analytics
service

Measurement and Analysis of Writing Activity: Implementing
Analytics Services

Taku Yamaguchi1 Shigeko Takahashi2 Tatsuo Kobayashi3 Michiko Oba4

Abstract: Learning analytics is going into more fine granularity and standardization. In the near future,
we will be able to construct a learning system with interoperable function modules. We have developed an
analytics service of writing activity. We have developed a text editing system and use it in a logical writing
classes. In that system we can sense the writing activities of the students. We have also developed prototypes
of a writing activity record store system and an writing analytics system. After the classes, we have analyzed
the relationship between the stored writing activity and the evaluation of the written text with the analytics
system. We aim to monitor and analyze the ongoing writing activity with the system in real time.

1. はじめに

書記体系 (writing system)のデジタル化が進み、多くの

読み書き行動 (行為、action)が ITを使って行われるよう

になってきた。例えば、本が IT化した電子書籍の普及によ

り、Webページだけでなく長い本も IT(電子書籍リーダー)

を使って読まれるようになってきた。電子書籍は国際標準

1 フリー
Independent Researcher

2 株式会社ハーティネス
Heartiness Co., Ltd.

3 有限会社スコレックス
Scholex Co., Ltd.

4 公立はこだて未来大学システム情報科学部
Faculty of Systems Information Science, Future University
Hakodate

フォーマット EPUBが普及し、同じ電子書籍をさまざまな

なリーダーで読むことができる。IT化と標準化によって、

「ITによる読み書き行動」を大規模で・多様な活動を・き

め細かく測定できるようになる。読書の測定・分析研究は

EPUBに基づいて行われている [1][2][3]。

われわれは作文行動の測定・分析に取り組んでいる (図

1)。書かれた文章ではなく、書きつつある作文行動をリア

ルタイムに測定・分析できれば、タイムリーかつ効果的に

作文指導できると期待している [4]。

われわれはWeb版の文章編集システムを開発し、２つ

の大学のライティング講義で使っている。システムには編

集操作を記録するセンサーモジュールが組み込まれてい

て、これは他の編集システムにも適用できるように、プロ

グラムとしての独立性と編集操作モデルの抽象性を高めて
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図 1 作文と読書の行動の測定と分析

Fig. 1 Measurement and analysis of writing and reading activ-

ities

図 2 作文行動の測定と分析のサーバ構成

Fig. 2 System configuration for writing activity measurement

and analytics

いる。

標準化が進むことで、文章編集ツール (テキストエディ

タ、ワードプロセッサ、など)、作文行動を測定したデータ

を保管するデータストア、作文行動を分析する分析サービ

スのそれぞれを、自由に選択して組み合わせて作文学習・

指導システムを構築できるようになると期待できる。これ

は、これらのツールやサービスを、単にプログラムとして

組み合わせられるだけでなく、それらを提供する事業者を

選んで組み合わせられることを意味する (図 2)。

図 2 では、書かれた文章 (text store、いわゆる従来の

ワープロ文書)と、作文行動の測定データ (record store)と

は別々に保管されている。書かれた文章を開示せずに作文

行動を分析することも、文章と対応づけて作文行動を分析

することも可能である。文章と測定データとは、document

idによって対応づけられる。

今後の教育工学研究では、作文・読書の学習・教育シス

テム、およびそれを使った学習・教育の実践を、一体となっ

た全体として設計・実装・評価するだけでなく、置き換え・

組み合わせ可能な機能モジュールに着目して設計・実装・

図 3 ワークシートを使った「プレゼン評価」作文

Fig. 3 Writing with ”Presentation Evaluation” worksheet

評価する必要があると考えられる。例えば、良い文章編集

ツールと、その良さを裏付けるデータと、そのデータを分

析して良さを評価する分析手法と、その分析を利用する指

導方法とは、どれも別々のことがらである。

2. 作文行動の分析サービス

今回は、ライティングの指導者を想定した分析サービス

を構築した。以前から測定データを蓄積してきた作文行

動測定データストアに接続して、作文行動を特徴付ける

チャートを表示するサービスである。対象は、ワークシー

トを使った作文である [7]。

指導者は、使用したワークシートと、分析対象の docu-

ment id(図中で「文章の ID」)を与えることで、測定デー

タを分析できる (図 3)。

講義で、1つの文章を、途中の指導者コメントをはさん

で 2回編集した場合、図 4の時系列散布図では、9:45頃を

境に、文章が 2回に分けて編集されたことが可視化される。

時間範囲を指定することで、表示する編集操作を絞るこ

とができる (図 5は 9:45以前、図 6は 9:45以降)。

同様に、文章を選んで、作文行動の共起行列を表示する

こともできる (図 7)。

3. 分析サービスの利用

分析サービスを使って、書かれた文章と共起行列 [5]を見

比べて文章を書く順番の傾向を見いだすことができた [6]。

また、共起行列をさらに加工して EOI(Editing Opera-

tions Indicators)を計算し、文章の評点との相関を分析す
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図 4 ワークシートを使った「プレゼン評価」作文

Fig. 4 Writing with ”Presentation Evaluation” worksheet

ることができた。
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図 5 9:00 から 9:45 までの編集操作

Fig. 5 Editing operations form 09:00 to 09:45.
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図 6 09:45 から 12:10 までの編集操作

Fig. 6 Editing operations from 09:45 to 12:10.

図 7 ワークシートを使った「プレゼン評価」作文

Fig. 7 Writing with ”Presentation Evaluation” worksheet
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